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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2019年６月21日に提出いたしました第95期(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)有価証券報告書の記載事項

の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

２【訂正事項】

第一部 【企業情報】

第５ 【経理の状況】

１ 【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

【注記事項】

（連結貸借対照表関係）

５ 財務制限条項

２ 【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

【注記事項】

（貸借対照表関係）

４ 財務制限条項

３【訂正箇所】

訂正箇所は を付して表示しております。

１ 【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

【注記事項】

（連結貸借対照表関係）

５ 財務制限条項

（訂正前）

(4)当社を借入人とする財務制限条項付きのシンジケートローン契約を金融機関と締結しております。

その内容は次のとおりであります。

①契約締結日 2019年３月26日

②契約期限 2026年３月31日

③当事業年度末借入金残高5,000百万円

各年度の決算期及び中間期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を、2018年３月期の末日に

おける連結の貸借対照表における純資産の部の金額の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

本契約締結日又はそれ以降に終了する各年度の決算期に係る連結の損益計算表における営業損益に関して、それぞ

れ２期連続して営業損失を計上しないことを確約する。

（訂正後）

(4)当社を借入人とする財務制限条項付きのシンジケートローン契約を金融機関と締結しております。

その内容は次のとおりであります。

①契約締結日 2019年３月26日

②契約期限 2026年３月31日

③当事業年度末借入金残高5,000百万円

各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を、2018年３月期の末日における連結

の貸借対照表における純資産の部の金額の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

本契約締結日又はそれ以降に終了する各年度の決算期に係る連結の損益計算表における営業損益に関して、それぞ

れ２期連続して営業損失を計上しないことを確約する。
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２ 【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

【注記事項】

（貸借対照表関係）

４ 財務制限条項

（訂正前）

(4)当社を借入人とする財務制限条項付きのシンジケートローン契約を金融機関と締結しております。

その内容は次のとおりであります。

①契約締結日 2019年３月26日

②契約期限 2026年３月31日

③当事業年度末借入金残高5,000百万円

各年度の決算期及び中間期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を、2018年３月期の末日に

おける連結の貸借対照表における純資産の部の金額の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

本契約締結日又はそれ以降に終了する各年度の決算期に係る連結の損益計算表における営業損益に関して、それぞ

れ２期連続して営業損失を計上しないことを確約する。

　

（訂正後）

(4)当社を借入人とする財務制限条項付きのシンジケートローン契約を金融機関と締結しております。

その内容は次のとおりであります。

①契約締結日 2019年３月26日

②契約期限 2026年３月31日

③当事業年度末借入金残高5,000百万円

各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を、2018年３月期の末日における連結

の貸借対照表における純資産の部の金額の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

本契約締結日又はそれ以降に終了する各年度の決算期に係る連結の損益計算表における営業損益に関して、それぞ

れ２期連続して営業損失を計上しないことを確約する。
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